





























1 週間塩漬けにする。その後さらに 1 週間ほど稲架にかけて干し、むしろの上に積み上
げてから 10 日間ほどで取り出すというものだ。やがて明治の終わりから大正の初め頃
にかけてはイワシ漁が盛んとなったが、大正の終わりには一度イワシが捕れなくなった。





















年頃まで変わらず水深約 30m 程度の場所に張った刺網漁で行われた。毎年 4 月 10～15
日頃に動き出し約 1 ヶ月間イワシ漁が行われるのだが、収入は非常に良かった。イワシ







おりイワシ漁は 10 年周期であるため、昭和 20（1945）年前後は不振だったのだろう。、
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A さん（吉浦、男性、70 歳） 
 現在も海に出て漁業を行っているが、今は商売をする目的はなくあくまで趣味として
営んでいる。サザエの相場は 1kg あたり約 4 千円の値があり、自身で捕ったサザエや
アワビを売れば百万円ほど稼ぐのも可能だという。吉浦ではサザエやアワビを放流して
いるため、外の人から勝手に捕られることのないよう見張りをしている。五十洲でも毎










また、吉浦では岩海苔の養殖が行われていた。10 月の初めに岩場の掃除をして 11 月
頃に岩海苔の胞子が流れ着く。『七浦民俗誌』（1996: 68）には、このときに海が荒れて
水温が低ければ良いが、水温が高いと細い海苔になってしまうと書かれている。この岩
海苔の採取は、かつて各部落で 12 月 1 日から翌年 4 月 30 日までのうち公開日を設け












































られるようになった。こうして採れた岩海苔の相場は 10 枚で千五百円程度である。 
平成 17（2005）年には岩海苔の解禁日には朝にサイレンを鳴らし、それを合図に村
の人が凪の状態を見て一斉に駆り出した（『新修門前町史』2005: 115）。この頃すでに



































K さん（五十洲、男性、77 歳） 
 K さんは平成 28（2016）年まで五十洲の組合長をされていたが現在は、M さん（五
十洲、男性、75 歳）に代わっている。組合長の主な仕事として海女をいつ頃から受け入
れるかを決めたり、他の村落から船をとめたいという頼みを聞いたり外部からの漁獲を









ような時期に海女さんを入れ、1 シーズンで 1 グループあたり 30 万円ほどが漁業組合
に納められる。「五十洲、皆月は漁をする人が多いため海女の潜る期間は短くなる（11
月～4 月）。吉浦は漁をする人が少ないので長くなる（10 月～4 月）」（『七浦民俗誌』
1996: 73）とあるが、現在、海女の受け入れ方は村落ごとに毎年代表者が決定する 
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昭和 9（1934）年 3 月 3 日早朝、港は快晴であったため、午前 6 時頃岩海採取にあた
って 4 隻の船を出した。しかし午前 8 時頃には雪交じりの風速 5m の強風が吹き始め
たことで、海苔採取を中止して船で帰る準備を始める。やがて午前 9 時には風速 6m ほ











 だがそれから約 3 時間後の午後 7 時頃、村の漁師 3 人が決死の覚悟で船を出し、沖
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 だがそれから約 3 時間後の午後 7 時頃、村の漁師 3 人が決死の覚悟で船を出し、沖
の島に 1 本のロープをつなぐことに成功した。彼らのおかげで沖の島にいた 87 人は無
事に助けられたのだ。結局停泊していた県有船も 30 分後には引き返していき、軍艦が
派遣した駆逐船もそのまま帰港していった。この黒島海難事件では実に 24 名の方が溺
死によって亡くなられたのである。非常にむごい事故で知られ「日本海の悲劇物語」と
して当時全国的に報道された（『門前町史』1970: 285）。 
 昔と違って今では、岩海苔採取に向かうに当たって普通伝馬船を使う。伝馬船とは木
造の小型船で櫓を備え一人で漕ぐものであり、身動きがとれなくなる心配が少ない。昭
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漁業人口がますます減っていく中で、おそらく海女や海士などの外部の者にその漁獲を
依頼することが増えるのではないかと考えるが、あくまで七浦の海は七浦の住民が作り
上げているものだ。貝類の養殖や海藻類の育成、漁獲期の決定といった秩序がなければ
環境は簡単に滅んでしまうだろう。七浦の漁業を若年層が支えるべきとまでは言わない
が、長年守り続けてきた海との共存をどんな形であれこれからも果たしていってほしい
と思う。 
 
5．おわりに 
 私は漁業について聞きとりを行う以前は、海について漠然としたイメージしかなかっ
た。朝早くから出発しなければならず、長時間大変な思いをしながら作業して、それで
も生計を立てるのがやっとの仕事。そんな決して恵まれた環境にあるわけではない漁業
を、現在でも趣味として行うような人がいるのはどうしてなのかを振り返ってみた。そ
れは単純に、海の幸を味わうことに楽しみを置いているからだと思う。あまり商売とし
て利用されていないのも自分たちが海の恵みを最大限受けられれば十分で、そのことは
金銭よりも優先するのではないだろうか。私も実習の間は新鮮な魚を口にする機会があ
りその美味しさに舌を巻いたが、それ以上に自分たちで釣った魚を数時間の間に自分た
ちで捌いて身内で食すというのは、本当に幸せなことなのだと思う。今回の調査で話を
うかがった方々に感謝の気持ちをここに記すとともに、七浦の漁業のこれからの発展を
心から願う。 
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